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７
月
の
相
馬
野
馬
追
で
披
露
さ
れ
る
相
馬
流
れ
山
踊
り
の
練

習
が
会
津
若
松
と
い
わ
き
、
郡
山
の
3
市
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
６
年
ぶ
り
に
標
葉
郷
の
大
熊
、
双
葉
両
町
に
流
れ
山

踊
り
の
役
目
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
に
伴
う
避
難
生
活
で
町
民
が
分
散
す
る
中
、
各
町
40
人
と

い
う
踊
り
手
が
確
保
で
き
る
か
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
内
外

か
ら
約
45
人
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
登
録
。「
大
熊
町
相
馬
流
れ
山

踊
り
保
存
会
」（
東
海
林
雅
子
会
長
）
の
会
員
が
講
師
と
な
り
、

４
月
末
か
ら
３
市
に
分
か
れ
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
踊
り
に
挑
戦
す
る
と
い
う
人
も
多
く
、
練
習
は

扇
子
の
開
閉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
会
津
若
松
市
で
練
習
に
参

加
し
て
い
る
尾
内
ハ
ツ
子
さ
ん
（
65
）
は
「
初
心
者
に
は
大
変

だ
け
ど
楽
し
い
、
伝
統
芸
能
が
自
分
の
財
産
に
な
る
と
思
う
と

や
り
が
い
が
あ
る
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・	おおくまの民話「美女泣かせのせせらぎ」に出てくる葉芹

川（現在の坂下ダム上流）の湧き水の名前は？
くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「あんにゃ」って誰？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp
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と
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下
野
上
地
区
周
辺
95
ヘ
ク
タ
ー
ル
拠
点
除
染
の
状
況

果
樹
園
の
除
染
を
行
っ
て
い
ま
す

6

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。
　今回は、JR常磐線除染復旧工事・果樹園の除染などについて紹介します。

ふるさとかわらばん

　

下
野
上
地
区
周
辺
95
ヘ
ク
タ
ー

ル
拠
点
除
染
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
果

樹
園
の
除
染
方
法
は
、
支
線
・
支

柱
等
の
取
り
外
し
お
よ
び
除
草
の

後
、
果
樹
の
伐
採
、
抜
根
を
行
う

も
の
で
す
。
支
線
・
支
柱
等
に
つ

き
ま
し
て
は
廃
棄
物
と
せ
ず
、
農

地
の
一
部
に
整
理
し
、
仮
置
き
し

ま
す
。
耕
土
の
剥
ぎ
取
り
厚
は
、

各
農
地
毎
の
放
射
能
濃
度
を
測
定

し
決
定
し
ま
す
。

剥
ぎ
取
り
厚
は
5
～
10
㎝
と

し
、
剥
ぎ
取
り
と
同
等
に
覆
土
を

実
施
し
、
15
㎝
程
度
の
耕
起
を
行

い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　

会
津
支
所

　

電
０
２
４
２（
23
）７
９
７
０

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

中
間
貯
蔵
施
設

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

　

４
月
18
日
よ
り
、
大
川
原
地
区

南
平
仮
置
場
か
ら
大
熊
町
の
中
間

貯
蔵
施
設
の
保
管
場
へ
の
輸
送
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所　

　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　

調
査
設
計
課

　

電
０
２
４（
５
６
３
）１
２
９
３

問
い
わ
き
出
張
所　

環
境
対
策
課

屋
根
養
生
工
事
に
つ
い
て

○
町
で
は
シ
ー
ト
に
よ
る
屋
根
養

生
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
地
域
は
町
内
全
域
、
シ
ー

ト
の
劣
化
に
よ
る
再
養
生
も
可
能

で
す
。

　

養
生
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

家
屋
損
壊
調
査

　

除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解

体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
損

壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必

要
で
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
会
津
若
松
出
張
所　

税
務
課

　復興事業課では、町道・農道等を中心に、
毎月町内パトロールを実施しています。
 今回は夫沢海岸と役場前県道のイチョウ
並木を紹介します。

○
夫
沢
海
岸
（
写
真
・
下
）

　

先
日
、
町
民
の
方
か
ら
子
ど
も

時
代
に
遊
ん
だ
夫
沢
海
岸
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
５
月
13
日
の
パ

ト
ロ
ー
ル
で
は
夫
沢
海
岸
（
写

真
・
下
）
へ
。
さ
わ
や
か
な
5
月

の
空
の
下
、
ろ
ろ
ん
ろ
ろ
ん
と
海

が
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。

○
役
場
前
県
道
の

　

イ
チ
ョ
ウ
並
木
（
写
真
・
左
）

　

今
年
も
見
事
な
若
葉
が
茂
っ
て

い
ま
す
。
秋
の
紅
葉
も
期
待
で
き

そ
う
で
す
。

問
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

 町内パトロール通信
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かわらばん

大熊町役場各出張所の連絡先は、最終ページに掲載しています。

　

現
在
不
通
と
な
っ
て
い
る

常
磐
線
富
岡
・
浪
江
間
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
8
月
～

28
年
3
月
の
間
、
線
路
周
辺

の
試
験
除
染
を
実
施
す
る
と

と
も
に
異
常
時
の
安
全
確
保

対
策
を
完
了
し
た
後
、
開
通

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
復
旧
工
事
実

施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
解
決

の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
の

運
転
再
開
を
目
指
し
、
平
成

28
年
６
月
よ
り
復
旧
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

　

同
区
間
の
運
転
再
開
に
よ

り
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
運
転
を
見
合
わ
せ
て
い
た

常
磐
線
が
全
線
で
運
転
を
再

開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
：

平
成
28
年
6
月
～

　

平
成
32
年
3
月
（
予
定
）

平成32年3月までの運転再開を目指し
JR常磐線　除染・復旧工事が始まります

工事予定表問
Ｊ
Ｒ
東
日
本　

水
戸
支
社

　

設
備
部

電
０
２
９（
２
２
７
）５
８
９
５

問
い
わ
き
出
張
所

　

復
興
事
業
課

工事終了（予定）工事終了（予定）
▼

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

工事用搬入路整備

除染工事

復旧工事

代表的な除染施工例 盛土・切取など線路の構造に合わせた除染・復旧工事を行います

施工後のイメージ

役場東側の除染試験施工後の線路周辺の様子

町内の工事
施工会社



地点 地点名
放射線量率(μSv/h)

1ｍ 1㎝

錦台ふぁーむ南側

富岡境界付近

中心 2.86 4.82

10ｍ 3.45 4.42

20ｍ 4.15 5.15

30ｍ 4.22 6.33

40ｍ 3.95 5.71

50ｍ 3.31 4.55

大川原字南平

蛇谷須北側

中心 4.72 6.25

10ｍ 4.56 5.86

20ｍ 4.64 4.58

30ｍ 4.67 4.97

40ｍ 4.48 5.56

50ｍ 3.81 4.04

大川原字南平

頭森溜池東側

中心 1.63 1.82

10ｍ 1.55 1.45

20ｍ 1.76 1.86

30ｍ 2.21 2.70

40ｍ 1.74 2.12

50ｍ 1.52 1.69

大川原第二集会所

より約200ｍ北側

中心 1.62 2.59

10ｍ 1.35 1.65

20ｍ 1.12 0.85

30ｍ 0.82 0.44

40ｍ 1.02 1.09

50ｍ 1.11 1.39

大川原第二集会所

東側

中心 1.11 1.11

10ｍ 1.42 1.62

20ｍ 1.51 2.29

30ｍ 1.52 1.98

40ｍ 1.46 2.23

50ｍ 1.63 2.18

地点 地点名
放射線量率(μSv/h)

1ｍ 1㎝

大川原字西平大野

幼稚園より約350

ｍ南西側

中心 3.65 4.66

10ｍ 3.68 4.89

20ｍ 3.48 4.26

30ｍ 3.17 4.62

40ｍ 2.81 4.01

50ｍ 2.38 2.95

野上一区公民館

東側

中心 2.91 2.64

10ｍ 2.87 3.75

20ｍ 2.95 3.75

30ｍ 3.05 4.10

40ｍ 3.05 4.25

50ｍ 2.83 3.65

ダチョウ楽園西側

中心 3.58 5.37

10ｍ 4.41 4.52

20ｍ 5.18 6.88

30ｍ 5.82 8.95

40ｍ 5.96 7.15

50ｍ 5.75 7.28

下野上八幡神社

東側

中心 6.58 8.22

10ｍ 8.45 10.30

20ｍ 8.75 11.30

30ｍ 7.91 11.20

40ｍ 8.41 12.10

50ｍ 8.73 10.20

大熊町中央台霊園

東側

中心 14.50 24.30

10ｍ 16.50 22.70

20ｍ 16.50 23.70

30ｍ 16.10 23.40

40ｍ 17.00 21.30

50ｍ 15.90 24.10

山林部放射線量率測定結果

※放射線量率の「1ｍ」「1㎝」は地上からの高さ

8

　今回の測定結果からは、海側と山側で線量率が大きく異なることがわかり、除染を行った場
所（大熊町役場）や大川原周辺は、除染による線量の低下がはっきりと確認できました。
　また、今回の測定では、あまり測定データのない山林部のデータを得ることができました。
　平地部とくらべて、大幅に高い線量となってはいませんでしたが、まだまだデータ数も少な
いため、今回の結果をもとに今後の調査方法を検討していきます。
　今年度はさらに、狭い範囲での測定を計画しております。まだ、除染が行われていない高線
量区域のホットスポットについて分布状況の調査を計画しております。
　調査の際は、事前にご連絡しますので皆さまのご協力をお願いします。
　大熊町では、今後も放射線の測定と公開を続けていきます。

ここがポイント



放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお
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Part14・町内の線量はどうなっているの？

　大熊町では、復興拠点となる大川原地区と帰還困難区域内で除染が
行われる下野上地区の大まかな線量の傾向を確認するため、無人ヘリ
コプターによる線量測定を実施しました。
　今回は次の結果が得られました。
・�大川原周辺の除染を行った場所は、はっきりと線量の低減効果が出
ています。除染は、確実に線量を低下させることがわかりました。
・�無人ヘリコプターの測定に合わせて地上でも実際に線量の測定を行

いましたが、両者の結果に大きなずれはありませんでした。この結果から無人ヘリコプタ
ーによる測定で大まかな線量の傾向をつかめることが分かりました。
・�先行除染を行った大熊町役場周辺も、除染の効果が出ており、周囲より明らかに線量が低
いことが確認できます。
・�除染を実施していない大川原周辺の山林部は、周囲に比べて線量が高いと予想していまし
たが、今回の結果からは周囲と比べて大幅に高いという結果は得られませんでした。
・�熊地区の住宅密集地は周囲の田畑より線量の低下が早い可能性があります。

　今回の測定結果の詳細については、町公式ホームページの「無人ヘリコプターによる線量
率測定結果について」（2016.2.19）に掲載してありますので、ご覧ください。
　その他に、無人ヘリコプターで測定を行った範囲内にある、森林部の線量調査も行いまし
た。結果は右ページの表の通りです。
　測定の中心となる基準木（中心）を決めて、そこからの線量率の変化を確認しました。「50
ｍ」となっている結果が、道路に近い側と考えてください。
　この結果からも、上記でも述べた除染を行っていない森林部の線量が、周囲の平地部に比
べて大幅に高いという結果は得られませんでしたが、地表面に近いところの線量（１㎝）は、
高い場所があることが確認できました。今回の測定結果は、除染を行っていない森林は汚染
がとても高いのではないのか？という疑問への回答になるのではないかと思います。
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まちの話題

今年も実証田の田植え

町
内
大
川
原
字
南
平
の
実
証

田
で
コ
メ
の
試
験
栽
培
が
始
ま

り
、
５
月
18
日
に
田
植
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
内
で
の
コ
メ

栽
培
は
今
年
で
震
災
後
3
回
目

に
な
り
ま
す
。
町
農
業
委
員
会

や
県
農
業
普
及
所
、
Ｊ
Ａ
、
町

産
業
建
設
課
の
職
員
ら
25
人
が

参
加
し
、
10
ア
ー
ル
ほ
ど
の
水

田
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
1
株

ず
つ
手
で
植
え
付
け
ま
し
た
。

同
日
、
帰
還
困
難
区
域
の
下
野

上
字
清
水
に
あ
る
実
証
田
で
も

町
職
員
が
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
水
田
で
収
穫

さ
れ
た
コ
メ
は
出
荷
せ
ず
に
放

射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
を
通
じ
た
交
流
を

続
け
る
沖
縄
県
の
団
体
「
福

島
・
沖
縄
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
関
係
者
が
５
月
13
日
、
町
内

大
川
原
字
西
平
の
畑
に
沖
縄
か

ら
持
参
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を

ま
き
ま
し
た
。
交
流
は
夏
に
本

県
、
冬
に
沖
縄
で
採
れ
た
種
を

届
け
合
い
、
交
互
に
花
を
咲
か

せ
る
取
り
組
み
で
す
。
今
回
訪

れ
た
の
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

鈴
木
伸
章
副
理
事
長
ら
４
人

で
、
根
本
友
子
町
農
業
委
員
会

長
ら
と
と
も
に
、
広
大
な
畑
に

種
を
ま
き
ま
し
た
。
ヒ
マ
ワ
リ

は
７
月
中
旬
に
見
ご
ろ
に
な
り

そ
う
で
す
。

沖縄の皆さんとヒマワリの種まく

　

熊
町
小
・
大
野
小
の
６
年
生

11
人
が
音
楽
の
時
間
に
、
笛
と

太
鼓
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

合
同
運
動
会
「
顔
晴
ろ
う
！
大

熊
っ
子
！
大
会
」
の
演
目
「
大

熊
盆
踊
り
」
で
演
奏
す
る
た
め

で
す
。
避
難
前
は
子
ど
も
た
ち

が
行
っ
て
い
た
と
い
う
演
奏
を

復
活
さ
せ
、
町
の
人
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。
楽
器
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
会
が
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

運
動
会
で
は
参
加
者
全
員
が
踊

り
の
輪
を
つ
く
り
ま
す
。
松
永

秀
篤
さ
ん
、
小
畑
功
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
真
剣
な
表
情
で
上

達
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

熊
町
小
・
大
野
小
の
児
童
が

4
月
21
日
、
熊
本
の
大
学
生
に

よ
る
団
体
「
熊
遊
隊
（
ゆ
う
ゆ

う
た
い
）」
の
メ
ン
バ
ー
と
テ

レ
ビ
電
話
で
励
ま
し
合
い
ま
し

た
。
同
団
体
は
震
災
後
、
毎
年

同
校
を
訪
れ
て
児
童
と
交
流
し

て
お
り
、
今
年
3
月
に
も
来
校

し
て
く
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。

と
て
も
心
配
し
て
い
た
児
童
が

「
大
丈
夫
で
す
か
」
と
励
ま
す

と
、
メ
ン
バ
ー
が
「
み
ん
な
避

難
し
て
い
る
け
ど
元
気
で
す
。

9
月
の
運
動
会
に
は
、
ま
た
行

く
か
ら
ね
」
と
答
え
、
児
童
も

安
心
し
た
様
子
で
「
ま
た
会
お

う
ね
」
と
絆
を
確
か
め
合
っ
て

い
ま
し
た
。

６年生児童、笛と太鼓を練習中！

町の児童が熊本にエール

大川原の畑に種をまく参加者

笛と太鼓を練習する児童

田植えをする参加者

テレビ電話で励まし合う児童



中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土

地
・
建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方

費
無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

申
事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

◇開催場所及び開催日時
開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
いわき出張所 ６月10日㈮

午後2時～5時

いわき市好間工業団地1-43
（相談会場：１階 相談室）

大熊町役場
会津若松出張所 ６月13日㈪ 会津若松市追手町2-41

（相談会場：２階 第２会議室

大熊町役場
中通り連絡事務所 ６月22日㈬ 郡山市希望ケ丘11-10

（相談会場：1階　第1会議室）

11 広報おおくま　2016（平成 28 年）6月号



方法をお知らせします
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○郵便による不在者投票のできる方は
身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者、戦傷病者特別援護法第２条第１項に規定する

戦傷病者又は介護保険法第７条第３項に規定する要介護者で次に掲げる方
（１）　 身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者の方のうち、身体障害者手帳に両下肢・体

幹・移動機能の障害にあっては１級又は２級、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小
腸の障害にあっては１級又は３級（２級はなし）、免疫・肝臓の障害にあっては１級から３
級と記載されている方

（２）　 戦傷病者特別援護法第２条第１項に規定する戦傷病者の方のうち、戦傷病者手帳に両下肢・
体幹の障害にあっては恩給法別表第１号表の２の特別項症から第２項症まで、内臓の障害に
あっては同表の特別項症から第３項症までの項症が記載されている方

（３）　 介護保険法第７条第３項に規定する要介護者で、介護保険の被保険者証に要介護状態区分が
要介護５と記載されている方

選挙権年齢が18歳以上に引き下げられました
平成28年6月19日以降に初めて行われる国政選挙（平成28年7月に予定されている参議院議員

通常選挙）から、18歳・19歳の皆さまも投票ができるようになります。詳しくは、選挙権年齢
引下げに関する総務省の特設ページ（http://www.soumu.go.jp/18senkyo/）をご覧ください。

問大熊町選挙管理委員会（大熊町役場総務課内）

消防署から 熱中症対策はお早めに
熱中症は「気付く」ことで防げます！

大切な家族、知人、自分の健康を守るために！
１、「水分」をこまめに取ろう　　３、睡眠環境を快適に保とう
２、塩分をほどよく取ろう　　　４、丈夫な身体づくり

火事と救急は119番
 ＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署 電0240-34-7360
◇富岡消防署 電0240-25-2119

平成28年度全国統一防火標語
「消しましょう　その火　その時　その場所で」



参議院議員選挙の投票
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今夏に行われる参議院議員通常選挙の投票方法についてお知らせします。なお、選挙の詳細につ
いて記載した「選挙のお知らせ」と「不在者投票用紙請求書」を同封した封筒を有権者の皆さまに
郵送する予定です。

◆期日前投票
大熊町が設置する投票所で投票日前（期日前投票期間）に投票することができます。

○必要なもの　投票所入場券
※入場券が届かない場合や紛失した場合でも投票することができますので、直接投

票所へお越しください。

◆不在者投票
県内外の避難先（滞在地）の市区町村選挙管理委員会で投票すること

ができます。避難先の市区町村から大熊町に投票済みの投票用紙を郵送
する必要があるため、余裕を持って早めの投票をお願いします。

○時　間　午前８時30分から午後８時まで（土日も投票できます）
○場　所　避難先の市区町村選挙管理委員会
○手続き
①投票用紙等を請求する
　６月中旬にお届けする選挙のお知らせに同封されている「不在者投票請求書・宣誓書」に必要事
項を記入してご返送ください（メールやＦＡＸでの請求はできません）。

②投票用紙等を受け取る
郵送されてきた透明の封筒（投票用紙、投票用封筒、不在者投票証明書）を受け取ってください。
※透明の封筒を開封してしまうと投票ができなくなりますので、ご注意ください。

③避難先（滞在地）の市区町村で投票する
　受け取った封筒を持参して避難先（滞在地）の市区町村選挙管理委員会で投票してください。

◆郵便等による不在者投票
身体の障がい等により歩行が困難な方のために在宅のまま投票ができる制度です。次の項目に該

当する方が対象となりますが、在宅で投票するためには事前に「郵便投票証明書」の交付が必要と
なります。



14問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

戦
没
者
等
の
ご
遺
族

の
皆
さ
ま
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

⑷
右
の
⑴
か
ら
⑶
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
・

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

高
齢
者
向
け
給
付
金（
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
）に
つ
い
て

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に

く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方

を
支
援
す
る
た
め
、
高
齢
者
向
け

給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

大
熊
町
で
は
、
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
方
に
対
し
、
4

月
8
日
に
申
請
書
（
請
求
書
）
を

発
送
し
、
受
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
受
付
は
7
月
12
日
ま
で
行
い

今
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
強
化
月
間
で
す

　

昭
和
46
年
に
義
務
化
さ
れ
た
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
に
つ
い
て
は
、

昭
和
60
年
に
罰
則
が
強
化
さ
れ
て

か
ら
31
年
目
を
迎
え
る
現
在
に
お

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

内
額
面
25
万
円　

５
年
償
還
の
記

名
国
債

期
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

◆
請
求
窓
口

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

福
祉
課
、
い
わ
き
出
張
所
健
康
介

護
課
、
中
通
り
連
絡
事
務
所
ま
た

は
、
避
難
先
自
治
体
の
担
当
窓
口

ま
す
の
で
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
後
、
必
要
書
類
を
貼
付
し
、

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
と
な
る
方
の
確
認

や
申
請
書
へ
の
記
入
方
法
等
、
ご

不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成

28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
方
）。

◆
支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

（
※
支
給
は
１
回
で
す
。）

◆
支
給
時
期

５
月
下
旬
以
降
。
申
請
書
提
出

後
、
１
～
２
ヶ
月
程
度
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

給
付
金
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
・
メ
ー
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情

報
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
詐
取
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
の
申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

・
大
熊
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、

「
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
）」
や
「
臨
時
福
祉
給
付
金

（
簡
素
な
給
付
措
置
）」、「
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）」
を
支
給
す

る
た
め
に
、
手
数
料
の
振
込
を

求
め
る
こ
と
等
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

問
大
熊
町
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

電
０
８
０
０（
８
０
０
）８
９
５
１

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

い
て
も
、
未
だ
着
用
率
が
100
％
に

満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
着
用
率

100
％
を
目
指
し
て
県
民
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
の
必
要
性
・
効
果
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
正
し
い
着
用
の
徹

底
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
交
通
事

故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
防

止
・
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◆
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
６
月
30

日
（
木
）
ま
で

◆
県
下
一
斉
広
報
強
化
日

　

６
月
１
日
（
水
）、
６
月
15
日

（
水
）

◆
主
唱

　

福
島
県
、
福
島
県
交
通
対
策
協

議
会

◆
推
進
機
関
・
団
体

　

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
構
成

機
関
・
団
体
、
地
方
交
通
対
策
協

議
会
構
成
機
関
・
団
体
、
市
町
村
、

市
町
村
交
通
対
策
協
議
会
構
成
機

関
・
団
体

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

　

環
境
対
策
課
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コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

利
用
停
止
と
な
り
ま
す

大
熊
町
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
２
月
１
日
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
大

熊
町
民
の
皆
さ
ん
が
全
国
の
コ
ン

熊
町
役
場
窓
口
発
行
の
も
の
と

異
な
り
ま
す
が
、
証
明
書
と
し

て
有
効
で
す
。

◆
利
用
で
き
る
店
舗

・
全
国
の
セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
全

店
舗

・
全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
全
店
舗

・
全
国
の
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

全
店
舗

・
全
国
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
全

店
舗

◆
利
用
で
き
る
時
間

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
含
む
午

前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で

（
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に

よ
り
、
右
記
時
間
で
も
一
時
的

に
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

事
前
に
広
報
や
大
熊
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
必
要
な
も

の
○
交
付
さ
れ
る
ご
本
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
通
知
カ
ー
ド
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
暗
証
番
号
（
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
）

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

時
に
設
定
し
た
数
字
４
桁
の
パ

証明書の種類 備　　　考
取得手数料
（1部）

住民票の写し

ご本人を含む同一世帯のいずれかの
方、または世帯全員分が取得できます
除票となった方は取得できません
※ 住民票コードやマイナンバーは印字

されません

200円

印鑑登録証明書 ご本人のものに限ります 200円

戸籍事項証明書
（戸籍謄本・抄本）

本籍が大熊町内にある方に限ります
除籍や改製原戸籍は取得できません

450円

戸籍の附票の写し
本籍が大熊町内にある方に限ります
除籍の附票は取得できません

200円

所得・課税・扶養
証明書

取得可能な最新年度のご本人のものに
限ります
６月15日（水）から平成28年度分が
取得できます
※ 申告されていない方は取得できませ

ん

200円

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
各
種
証
明

書
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
ま
す
が
、
税
証
明
書
デ

ー
タ
更
新
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す
。

時
６
月
14
日
（
火
）

　

午
後
６
時
～
午
後
11
時

◆
取
得
で
き
る
証
明
書
と
手
数
料

サ
ー
ビ
ス
は
次
の
表
の
通
り
で

す
。
窓
口
で
受
け
付
け
を
行
っ
て

ス
ワ
ー
ド
で
す
）

○
取
得
手
数
料
（
上
の
表
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

◆
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

店
頭
に
あ
る
多
機
能
端
末
（
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
）
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
セ
ッ
ト
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有
者
ご
本
人
の

暗
証
番
号
を
入
力
し
ま
す
。
希
望

す
る
証
明
書
の
種
類
や
枚
数
な
ど

を
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
選
択
し
、
手

数
料
を
投
入
い
た
だ
く
と
証
明
書

が
発
行
さ
れ
ま
す
（
証
明
書
を
発

行
す
る
た
め
の
申
請
書
類
記
入
は

不
要
で
す
）。
証
明
書
を
印
刷
す

る
ま
で
に
は
多
少
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
コ
ピ
ー
機
の
前
か
ら

離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
暗
証
番
号
を
３
回
以
上
誤

っ
て
入
力
す
る
と
、
カ
ー
ド
に
ロ

ッ
ク
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
際

は
大
熊
町
役
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
）

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
方

法
が
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://w
w

w.lg-w
aps.jp/

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課

大
川
原
連
絡
事
務
所

で
各
種
証
明
書
を
発

行
し
ま
す

　

大
熊
町
内
に
開
設
し
た
町
役
場

大
川
原
連
絡
事
務
所
で
次
の
証
明

書
の
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
の

で
、
一
時
帰
宅
等
で
町
内
を
訪
れ

た
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
課
証
明
書

　

・
住
民
票
の
写
し

　

・
戸
籍
謄
（
抄
）
本

　

・
印
鑑
証
明
書

　

・
被
災
証
明
書

　

・
届
出
避
難
場
所
証
明
書

◆
税
務
課
証
明
書

　

・
所
得
課
税
扶
養
証
明
書

　

・
納
税
証
明
書

　

・ 

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
継
続
検
査
用
）

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

総
務
課
行
政
係

い
な
い
時
間
帯
で
も
最
寄
り
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
頭
で
証

明
書
を
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
な
い
証

明
書
等
に
つ
い
て
は
、
窓
口
や

郵
送
で
の
交
付
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、
各
課
窓
口
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
の
用
紙
デ
ザ
イ
ン
は
大
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い
わ
き
の
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
市
民
総

ぐ
る
み
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

い
わ
き
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
手
で
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
を
通
じ
、
環
境
美

化
に
対
す
る
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
57
年

度
か
ら
春
、
秋
の
年
２
回
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
よ
る
清
掃
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
に
も
運
動
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
お
住
ま
い
の
地
区

の
い
わ
き
市
住
民
と
一
体
と
な
っ

た
協
働
作
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

時
６
月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）

※
雨
天
の
場
合
は
翌
週
へ
延
期
：

６
月
10
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）

内
６
月
３
日
（
金
）

清
潔
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
日

（
学
校
や
事
業
所
周
辺
の
清
掃
） 

６
月
４
日
（
土
）

自
然
を
美
し
く
す
る
日
（
海
岸

や
河
川
の
清
掃
）

み
ん
な
の
利
用
す
る
施
設
を
き

れ
い
に
す
る
日
（
公
園
や
道
路

の
清
掃
） 

６
月
５
日
（
日
）

清
掃
デ
ー
（
市
内
の
全
家
庭
周

辺
の
清
掃
）

◆
参
加
方
法

・
仮
設
住
宅
等
に
お
住
ま
い
の
方

が
「
団
体
」
と
し
て
参
加
さ
れ

る
場
合

実
施
計
画
書
を
い
わ
き
市
へ

ご
提
出
願
い
ま
す
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

・
民
間
借
上
住
宅
等
に
お
住
ま
い

の
方
が
「
個
人
」
と
し
て
参
加

さ
れ
る
場
合

お
住
ま
い
の
地
区
の
区
長
や

行
政
嘱
託
員
、
隣
組
長
等
に
清

掃
参
加
の
意
志
を
お
伝
え
し
、

地
区
の
住
民
と
一
緒
に
作
業
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
地
区
の
都
合
に
よ
り

作
業
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
区
長
等
に
ご
確
認
願
い

ま
す
。

ま
た
、
区
長
等
が
不
明
な
場

合
は
、
い
わ
き
市
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

問
い
わ
き
市
役
所　

生
活
環
境
部

　

ご
み
減
量
推
進
課
庶
務
係

電
０
２
４
６
（
22
）
７
５
５
９

大
熊
町
介
護
予
防
事
業

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

人
生
、
銀
色
（
シ
ル
バ
ー
）
の

よ
う
に
渋
く
輝
き
た
い
！

　

喋
っ
て
、
つ
く
っ
て
、
食
べ
て
、

元
気
に
な
ろ
う
。

時
１
回
目
：
６
月
28
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
１
時

　

２
回
目
：
８
月
下
旬

　

３
回
目
：
11
月
下
旬

　

４
回
目
：
２
月
中
旬

※
日
程
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

場
常
磐
共
同
ガ
ス　

ガ
ス
ワ
ン
キ

ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
「
ス
テ
ラ
」

（
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
日
渡

74
─
７
）

対
誰
で
も
参
加
可
能

定
先
着
15
人

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

費
３
０
０
円

申
電
話
に
て
６
月
24
日（
金
）ま
で

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

大
熊
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
花
房
、
浜
本
）

電
０
１
２
０
（
26
）
５
６
７
１

の
ほ
ほ
ん
ク
ラ
ブ

次
の
日
程
で
、
の
ほ
ほ
ん
ク
ラ

ブ
を
開
催
し
ま
す
。
一
歩
外
に
出

て
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

時
6
月
24
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
（
大
熊
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
内
）

※
4
月
よ
り
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
は

役
場
内
に
移
動
し
ま
し
た
。

内
小
物
作
り

費
３
０
０
円
（
材
料
費
）

対
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
申
6
月
17
日
（
金
）
ま
で

定
先
着
20
人

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

福
祉
課　

健
康
介
護
係
（
岩

谷
・
新
田
）

電
０
１
２
０
（
26
）
３
８
４
４

第
２
回
男お

と
こ

塾
じ
ゅ
く

男
性
が
楽
し
く
集
ま
る
場
と
し

て
男
塾
を
実
施
し
ま
す
。
2
回
目

は
日
曜
大
工
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
１

回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時
６
月
17
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

内
日
曜
大
工 

場
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
（
大
熊
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
内
）

※
４
月
よ
り
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
は

役
場
内
に
移
動
し
ま
し
た
。

費
５
０
０
円
（
材
料
費
）

対
60
歳
以
上
の
男
性

申
6
月
8
日
（
水
）
ま
で

定
先
着
20
人

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

福
祉
課　

健
康
介
護
係
（
岩

谷
・
新
田
）

電
０
１
２
０
（
26
）
３
８
４
４

い
わ
き
地
区

会
津
地
区

会
津
地
区
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20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故
な
ど

に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
、保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て

年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
28
年
度
の
原
子
力
災
害
に

伴
う
保
険
料
特
例
免
除
申
請
に

つ
い
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
い
、
大
熊
町
に

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
住
所

を
有
し
て
い
た
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
か
ら
な
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
申
請
は
、
国
民

年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な
り

ま
す
（
た
だ
し
、
保
険
料
の
全
額

お
使
い
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
相
談
室
で

は
、
皆
さ
ま
が
お
使
い
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
無
作
為
に
電

話
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

普
段
ど
の
程
度
使
っ
て
い
る
か
、

ど
う
い
っ
た
機
能
を
使
っ
て
い
る

か
、あ
る
い
は
使
っ
て
い
な
い
か
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、
な

ど
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
5
分

程
度
、
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
話
が
あ
っ
た
際
に
は
時
間
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　 

問
大
熊
町
タ
ブ
レ
ッ
ト
相
談
室

電
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
８
０
０

（
８
０
０
）
０
９
０
７

（
受
付
時
間　

月
～
金　

午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
の

年
金
額
の
2
分
の
1
で
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

※
平
成
29
年
６
月
分
ま
で
の
保
険

料
が
対
象
（
学
生
納
付
特
例
の

場
合
は
平
成
29
年
３
月
分
ま
で

対
象
）
で
す

◆
申
請
時
の
注
意
点

○
免
除
が
申
請
で
き
る
期
間

・
過
去
期
間
…
申
請
書
が
受
理
さ

れ
た
月
か
ら
２
年
１
ヶ
月
前

（
す
で
に
保
険
料
が
納
付
済
の

月
を
除
く
）
ま
で
。

・
将
来
期
間
…
翌
年
６
月
ま
で

（
１
～
６
月
に
申
請
し
た
と
き

は
、
そ
の
年
の
６
月
）
分
ま
で
。

※
た
だ
し
、
１
枚
の
申
請
書
で
申

請
で
き
る
の
は
、
７
月
か
ら
次

の
年
の
６
月
ま
で
の
12
ヶ
月
間

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
複
数
の
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
免
除
等
の
１
年

度
＝
７
月
～
翌
年
６
月
）。

※
過
去
期
間
は
２
年
１
ヶ
月
前
ま

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
が

遅
れ
る
と
障
害
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
失

業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な

っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て

い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し

て
い
る
方
等
は
す
み
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
分
（
平
成
28
年
７

月
分
～
平
成
29
年
６
月
分
ま
で
）

の
免
除
申
請
は
、
７
月
１
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
先

○
窓
口
で
提
出
す
る
場
合

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
ま
た
は

大
熊
町
役
場
（
会
津
若
松
・
い
わ

き
の
各
出
張
所
、
中
通
り
連
絡
事

務
所
）
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

○
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

大
熊
町
や
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
用
紙
を
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

郵
送
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
用

紙
を
よ
く
読
み
、
記
入
例
を
参
考

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
大

熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

☆
記
入
の
際
の
注
意
点
☆

・
平
成
28
年
７
月
分
～
平
成
29
年

６
月
分
ま
で
の
申
請
を
希
望
す

る
方
は
、
申
請
期
間
に
「
平
成

28
年
度
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
に
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
審
査
結
果
の
送
り
先
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
用
紙
の
⑮
備
考

に
現
在
の
避
難
先
の
住
所
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
た
申
請
書
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
用
紙
３
枚
目
の

［
提
出
用
］
の
み
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

右
上
に
「
本
人
控
」
と
な
っ
て

い
る
用
紙
は
提
出
不
要
で
す
。

◆
申
請
書
提
出
後
の
注
意
点

日
本
年
金
機
構
で
の
審
査
後

（
お
お
む
ね
２
～
３
ヵ
月
後
）
に

審
査
結
果
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
審

査
結
果
が
届
く
ま
で
の
間
に
納
付

書
等
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

決
定
通
知
が
届
く
ま
で
は
納
付
書

は
保
管
し
、
決
定
通
知
が
届
き
ま

し
た
ら
免
除
に
該
当
し
た
期
間
を

ご
確
認
の
う
え
、
納
付
書
は
破
棄

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課
国
保
年
金
係
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
役場へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり各市町村にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成28年度６月、７月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※前期（４～9月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いた
だけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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６、７月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年7月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年7月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成28年 平成29年
月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月
日 8日 9日 11日 12日 16日 17日 21日 22日 18日 19日 16日 17日 17日 18日

曜　日 金 土 木・祝 金 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

申し込み締切日 6月7日㈫ 7月10日㈰ 8月15日㈪ 9月20日㈫ 10月17日㈪ 11月15日㈫ 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成28年6月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年6月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。



時６月23日㈭　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
　コミュニティホール
内からだを動かして気分をリフレッシュ
　 （講師はＪヴィレッジフィットネスクラブ

のスタッフ）
対誰でも参加可能
持動きやすい服装と室内履き、水分
申電話にて（当日の参加も可能）

時６月29日㈬　午前10時～11時30分
場泉公民館２階
内あなたの体力年齢を測ります
　（例：握力、血管年齢・血流測定など）
対誰でも参加可能
申不要

時６月14日㈫　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
内ベビーマッサージ
対１歳未満の児とその保護者
定20名
持バスタオル、水分、おむつ　等
期６月10日㈮まで

時６月９日㈭・22日㈬
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
内自由遊び、ダンス、絵本の読み聞かせ、身

長・体重測定、離乳食や育児について個別
相談もできます
対未就学児とその親、祖父母
持水分、おむつ等
申不要

さ
び
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

出
前
！
健
幸
講
座

問
大
熊
町
役
場

　

い
わ
き
出
張
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

子
育
て
ひ
ろ
ば

コ
 ラ

 ム健
 康

コ
 ラ

 ム健
 康

22問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

歯
と
全
身
の
健
康
～
歯
周
病
は
全
身
の
病
気
に
関
係
し
て
い
ま
す
～

６月４日～10日は「歯と口の健康週間」
です。この機会に自分の口の中に目を向け
てみましょう。近年、歯周病菌は歯茎の奥
から血管に入り、全身の病気に影響してい
ることが分かってきました。
【歯周病が影響している病気】
●糖尿病

血糖を下げる時に使われるインスリンの
働きを悪くします。

●脳梗塞・心筋梗塞
血管の壁を硬く厚くし詰まらせやすくし
ます。

●誤嚥性肺炎
唾液中の歯周病菌が誤って気管に入り、
肺炎を起こすことがあります。

●低体重児出産（早産）
お腹で十分育たないうちに出産させてし
まうおそれがあります。

【歯周病の予防】
★食後の歯磨き
★ バランスの良い食事（砂糖、脂肪を控え

て野菜摂取をしっかりと）
★ ストレスや疲れを溜めず規則正しい生活

を
★禁煙
【歯周病の危険度チェック】
・ 歯茎がピンク色でない、腫れている、出

血している
・歯が浮く感じや、むずむずする
・硬いものが噛みにくい
・歯が長くなったように見える
・口臭がある
・歯茎を押すとウミが出る
・歯がぐらつく
これらの項目が１つでもある場合は歯科医
に相談しましょう。

町の総合健診では20歳以上の方を対象に
歯周病検診を行っていますのでご希望の方
は保健センターまでお問い合わせください。



　60歳以上の男女お誘い合わせの上、ご参加
ください。
時７月25日㈪～26日㈫
　※午後４時受付開始
場ホテル美里
　（いわき市常磐湯本町字吹谷57-2）
　電0246-42-2181
費4,000円（印鑑をご持参ください）
期６月25日㈯まで
問大和久老人クラブ会長・斉藤重征
電090-8423-6515
F0249-54-8879

このたび、次の日程で野上１区の総会およ
び懇親会を開催します。多数のご参加をお待
ちしています。
時６月３日㈮
　総会　午後３時～
　※総会終了後、懇親会を行います
場磐梯熱海温泉「清稜山倶楽部」
　（郡山市郡山市熱海町熱海5-18）
　電024-984-2811
問木幡　仁
電090-5238-7959

　このたび、熊２区の皆さんの絆を再確認す
るため、次の通り地区総会と交流会を開催す
ることにしました。懐かしい顔に会い、昔話
や近況を語り合い、疲れている方も元気を取
り戻していただきたいと思います。多くの皆
さんの参加をお待ちしています。
時６月25日㈯～26日㈰
　※１泊２日を予定しています
　・総会　　午後４時～
　・交流会　午後６時～
場会津東山温泉「おやど東山」
　（会津若松市東山町大字湯本字下原255-3）
　電0242-28-1222
費宿泊をされる方は、１人3,000円
　宿泊をされない方は無料

※行政区コミュニティ維持補助金を利用し
ます

問熊２区長・島原健二郎
電090-2368-2787

大
和
久
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
い

　原発事故により避難生活を余儀なくされて
から５年半が経ち、今なお不自由な生活を強
いられていることと思います。
　この、先の見えない状況下、町から皆さん
の交流の維持を目的とした「大熊町行政区絆
維持補助金」が各行政区に交付される事とな
りました。
　熊３区では、「行政区絆維持補助金」の有
効活用と言う事で総会を兼ねた懇親会の開催
を役員会で協議し決定しました。
つきましては、次の日程で開催しますので万
障繰り合わせの上、ご家族での参加をお待ち
しております。
　いわき地区、会津地区からはバスを運行し
ます。
　なお、交通費の一部として少額ですが１家
族あたり県外居住者4,000円、県内居住者
2,000円を給します。
時９月３日㈯
　17時30分～臨時総会
　18時～懇親会
※懇親会開始前に集合写真の撮影をします。
場母畑温泉「八幡屋」
　（石川町母畑字樋田75-1）
　電0247-26-3131
費参加者１人当たり（宿泊の有無に関わらず

中学生以上）1,000円
※小学生以下は会費負担なし。
※差額は交付金を活用します。
※当日会場にて集金します。　

期同封のはがきに「出欠」「住所、電話」「氏名」
「参加人数」「性別、年齢」「宿泊の可否」を
記入し、7月15日㈮までに返送願います。

問区長・藤田昭俉
電090-4557-6121

熊
２
区
総
会
・
交
流
会

熊
３
区
臨
時
総
会
・
懇
親
会

野
上
１
区
総
会
・
懇
親
会
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大和久区民でいわき市に在住の方を対象に
した「元気が出れば会」が次の日程で開かれ
ます。多くの参加をお待ちしています。
時７月24日㈰～25日㈪
　集合：15時　懇親会：18時から
場母畑温泉「八幡屋」
　（石川町大字母畑字樋田75-1）
　電0247-26-3131
費1,000円（各世帯1名のみ）

※絆維持補助金を活用します。なお、2名
分からは実費を徴収します。

対大和久行政区民でいわき市在住の方。詳細
はお問い合わせください。
申電話にて
期６月30日㈭まで
電090-5236-8955（川木浩美）
電090-2029-6919（鳥海俊英）
電090-1493-5357（永岡和行）

4月23日、総勢31人で埼玉県東松山市を
訪れ、2カ所の牡丹園の見学と老舗ホテル紫
雲閣でのランチバイキングを堪能しました。
「須賀川牡丹園も良かったけど、みんなで

見るのもいいね」と、バイキングを食べなが
ら福島の思い出話に話も弾みました。

次回は6月26日㈰、東武動物公園内での鉄
板焼きランチと、宮代町へ避難している渡辺
さん（夫沢２区）の畑でブルーベリー狩り

（雨天の場合は摘み取り中止）を予定してい
ます。

甘いブルーベリーを頬張りながら大熊の話
をしましょう。
問埼玉・おおくま友の会
電 090 7934 8508（倉嶋）

今年４月に創立した茨城おおくま友の会の
初めてのイベントです！

奥日立きららの里で、おとなもこどもも！
バーベキューを楽しもう！
時７月30日㈯　午前11時～
場奥日立きららの里
費500円
期７月15日㈮まで
問茨城おおくま友の会会長・玉澤
電090-3754-7849

わいわいガヤガヤつくって食べよう☆
東北に集える大熊町民同士で定期的な交流

をしましょう。
今回は創立総会と山形風芋煮とおいしいお

にぎりで昼食会を開きます。
フレンドリー東北は随時会員募集中です。

時６月18日㈯　午前11時～（調理にご参加
いただける方は午前９時集合）
場仙台市青葉区中央市民センター
　（宮城県仙台市青葉区一番町2丁目1-4）
費無料
問大熊町復興支援員広域事務所
電0246-88-9317（担当：冨岡）

１泊２日のバスの旅でゆっくり交流を深め
よう♪
時７月５日㈫～７月６日㈬（１泊２日）
［出発予定］７月５日㈫

（いわき市内・午前７時30分）
　［到着予定］７月６日㈬

（いわき市内・午後５時）
場日光方面（日光東照宮・鬼怒川温泉・東部

ワールドスクエアを予定）
定40人
費27,000円程度（参加人数によりお一人あた

りの料金が変更になります）
　※最少催行人数は20人
期６月15日㈬まで
問大熊町復興支援員広域事務所
電0246-88-9317（担当：冨岡）
※ 申込後、後日詳細をお電話にてご連絡しま

す。

大
熊
町
ふ
れ
あ
い
旅
行

埼
玉
・
お
お
く
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の
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茨
城
お
お
く
ま
友
の
会

元
気
が
出
れ
ば
会

フ
レ
ン
ド
リ
ー
東
北
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時６月13日㈪　午前10時～午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時６月15日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋

※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

サクランボ狩りバスツアーを開催します！
時６月27日㈪
［集合予定］ラパーク高速バス乗り場・午
前７時、いわき市好間中央公園・午前７時
30分

［帰着予定］午後６時頃
場山形県
費2,000円
期６月14日㈫まで
定45人（先着順）
問電090-3643-2967（池田義明）
　電090-3645-2765（伊東光子）
※この交流会の参加費は「生活サポート補助

金」の補助対象となります。

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン

のご案内です。
時６月15日㈬　午前10時～
内思い出のフォトフレームづくり
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　６月の日程は次の通りです。
時１日㈬　熱塩加納ヒメサユリ散策

（午前10時、町役場会津若松出張
所集合）

　15日㈬　交流会（午前10時～）
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
※ ゆっくりすっぺは町役場会津若松出張所１

階に移転しました
内町民同士の交流、情報交換など
※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？今
回は美術鑑賞を行います。
時６月21日㈫
　午前９時30分　長原仮設集合・出発
　　　10時30分　郡山市立美術館到着
　　　　　　　　鑑賞と昼食（自己負担）
　午後１時30分　郡山市立美術館出発
　　　２時30分　長原仮設到着
※県内のママさんもぜひご参加ください。
　郡山市立美術館での合流でもOKです。
期６月17日㈮まで
問電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま

す。
　初めての方は、ご連絡いただければ幸いで
す。
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○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年4月30日現在 10,704 3,898

増減 △�801 △�337

●避難先の状況� （平成28年5月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 0 福島市 225 
不明 3 会津若松市 1,266 
北海道 30 郡山市 1,047 
青森県 26 いわき市 4,567 
岩手県 2 白河市 76 
宮城県 190 須賀川市 89 
秋田県 21 喜多方市 49 
山形県 45 相馬市 94 
福島県 8,131 二本松市 43 
茨城県 461 田村市 59 
栃木県 190 南相馬市 247 
群馬県 86 伊達市 13 
埼玉県 399 本宮市 32 
千葉県 243 桑折町 6 
東京都 277 国見町 2 
神奈川県 177 川俣町 1 
新潟県 235 大玉村 23 
富山県 6 鏡石町 14 
石川県 14 天栄村 1 
福井県 6 下郷町 0 
山梨県 4 檜枝岐村 0 
長野県 9 只見町 0 
岐阜県 5 南会津町 2 
静岡県 21 北塩原村 0 
愛知県 7 西会津町 1 
三重県 8 磐梯町 2 
滋賀県 0 猪苗代町 12 
京都府 7 会津坂下町 22 
大阪府 19 湯川村 3 
兵庫県 6 柳津町 1 
奈良県 0 三島町 1 
和歌山県 2 金山町 2 
鳥取県 0 昭和村 0 
島根県 1 会津美里町 26 
岡山県 2 西郷村 18 
広島県 0 泉崎村 7 
山口県 0 中島村 0 
徳島県 0 矢吹町 16 
香川県 1 棚倉町 1 
愛媛県 2 矢祭町 0 
高知県 0 塙町 4 
福岡県 22 鮫川村 0 
佐賀県 3 石川町 4 
長崎県 2 玉川村 1 
熊本県 1 平田村 1 
大分県 10 浅川町 6 
宮崎県 22 古殿町 8 
鹿児島県 1 三春町 45 
沖縄県 7 小野町 12 

計 10,704 広野町 50 
楢葉町 0 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 23 
飯舘村 0 

計 8,131 

大熊町の避難状況

※2016年（平成28年）４月
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わが母校
吉田　淳

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・	小夜姫の涙（福島の名水百選ネーミ

ング賞準優勝）
くうちゃんクイズ　A・お兄さん

編
集
後
記

・ 

大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
県
南
阿
蘇
村
に
応
援
職
員
と
し
て
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
１
週
間
足
ら
ず
の
滞
在
で
、
慣
れ
た
こ
ろ
に

は
帰
り
支
度
。
何
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で

す
。
遠
く
福
島
か
ら
応
援
し
て
い
る
思
い
だ
け
で
も
示
し
た
い
と
、

特
集
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
年
前
の
恩
返
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
も
同
じ
思
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
村
）

・ 

最
近
、
新
聞
の
投
稿
欄
な
ど
に
あ
る
一
般
の
方
の
俳
句
や
川
柳
を
鑑

賞
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
し
み
じ
み
し
た
り
、
く
す
っ
と
笑
え
た

り
。
限
ら
れ
た
文
字
数
で
い
か
に
表
現
す
る
か
が
魅
力
の
ひ
と
つ
で

す
が
、
な
ん
だ
か
広
報
の
原
稿
づ
く
り
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
、
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
場
面
で
一
句
詠
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？
（
後
）

・ 
町
内
大
川
原
で
田
植
え
の
取
材
を
し
て
き
ま
し
た
。
実
証
田
は
実
家

の
近
く
に
あ
る
た
め
、
水
が
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
に
苗
が
植
え
ら
れ
風

に
ゆ
れ
て
い
る
光
景
を
見
て
い
る
と
、
子
ど
も
の
時
に
見
慣
れ
て
い

た
震
災
前
の
大
川
原
の
田
園
風
景
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
て
、
と
て

も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
（
横
）

　町役場大川原連絡事務所に隣接す
る町民立寄所にツバメが訪れまし
た。つがいとみられる４羽で、室内
に巣をつくれないか「偵察」に来た
ようです。窓枠にとまり、時々２羽
で相談しているかのようにさえずり
合い、せわしなく出入りしていまし
た。近くの人がヒナを守ってくれる
安全な場所だと判断したのでしょう
か。その後、このうち一組が営巣を
始めました。本当に巣をつくるの
か、まだ分かりませんが、なるべく
詮索せず静かに見守っています。

表紙の写真

　

双
葉
郡
の
復
興
を
担
う
若
人
を
育
成
す
る
と
い
う
目
標

の
も
と
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
が
創
立
し
て
１
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
未
曽
有
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
た
双
葉
郡
の
再

生
を
託
せ
る
人
材
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
わ
が
母
校
・
双
葉
高
校
が
来
年
３
月
に
休
校

予
定
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
母
校
が
存
続
で
き
な
く
な

る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
寂
し
い
限

り
で
す
。

　

３
年
時
、
野
球
部
が
初
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
応
援
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
学
校
の
テ
レ
ビ
で
戦
況
を
見
守
り
ま
し
た
。
昼
の
ニ

ュ
ー
ス
を
挟
み
、
放
送
が
再
開
さ
れ
た
と
き
に
は
大
量
リ

ー
ド
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
初
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。
敗
れ

た
相
手
は
、
そ
の
夏
の
優
勝
校
で
し
た
。
し
か
し
野
球
部

は
そ
の
後
、
甲
子
園
に
２
度
出
場
し
て
２
勝
を
挙
げ
ま
し

た
。
母
校
の
誇
り
で
す
。

　

昨
年
、
還
暦
祝
い
を
兼
ね
た
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
席
上
、
応
援
団
が
校
歌
と
応
援
歌
を
披
露
す
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
ラ
ン
姿
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
額
に
鉢
巻
き
を
し
て
熱
唱
す
る
姿
は
、
観
戦
が

叶
わ
な
か
っ
た
四
十
数
年
前
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
想

像
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
息
を
切
ら
し
な
が
ら

も
力
強
く
演
じ
切
っ
た
団
員
の
姿
は
、
私
た
ち
を
勇
気
づ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
か
再
開
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
は
あ
り
ま
す
が
、

た
と
え
存
続
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
母
校
は
今

も
、
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
り
、
私
の
心

の
中
に
あ
り
続
け
ま
す
。

副町長室から
※ 

今
回
か
ら
「
副
町
長
室
か
ら
」
が
加
わ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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大熊町役場
・会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、
生活支援課、出納室、教育総務課、議会事務局）

　〒965-0873　会津若松市追手町2-41
　電0120-26-3844（フリーダイヤル）

・いわき出張所
（健康介護課、環境対策課、産業建設課、復興事
業課、生活支援係、庶務係）

　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
　電0120-26-5671（フリーダイヤル）

・中通り連絡事務所
　〒963-8035	 郡山市希望ケ丘11-10
　電0120-24-1013（フリーダイヤル）

・大川原連絡事務所
　〒979-1306	 大熊町大字大川原字南平1734-1
　電0120-23-1095（フリーダイヤル）

・現地連絡事務所
　〒979-1306	 大熊町大字大川原字手の倉125
	 坂下ダム管理事務所内
　電0240-32-2318

大熊町コミュニティ支援事務所
・大熊町コミュニティ支援広域事務所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所２階
　電0246-88-9317

・梨の実サロン平
　〒970-8026	 いわき市平字新田前6-10
　電0246-38-3236

大熊町社会福祉協議会
・いわき出張所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所内
　電0246-38-8938

・中通り連絡所
　〒963-8035	 郡山市希望ケ丘11-10
	 大熊町役場中通り連絡事務所内
　電024-954-5733

・会津若松連絡所
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　電0242-29-5760

・相馬事業所
　〒975-0032	 南相馬市原町区桜井町二丁目380-1
　電0244-32-0758

大熊町商工会
　〒965-0873　会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　電0242-29-5770

・いわき出張所
　〒970-1152	 いわき市好間町中好間字上川原36-1
　電0246-85-5103


